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①
周
産
期
医
療
の
維
持
確
保

　
妊
産
婦
が
産
科
医
療
機
関
を
利
用
す
る

場
合
の
電
車
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
家

用
車
な
ど
の
交
通
費
支
援
を
継
続
し
ま

す
。

　
ま
た
、
入
院
、
待
機
宿
泊
に
対
す
る
支

援
、
市
内
産
科
医
療
機
関
へ
就
職
し
た
医

師
・
助
産
師
・
看
護
師
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
、
市
内
の
周
産
期
医
療
の
維
持
確
保

に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し

て
行
っ
て
き
た「
産
後
ケ
ア
事
業
」、「
産

前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
継
続
し
、
母

子
の
心
身
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ

か
、
宿
泊
型
の

産
後
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
に

向
け
て
、
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
施
設

の
構
想
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

②
医
療
費
な
ど
に
対
す
る
支
援

　
所
得
制
限
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
市
内

の
高
校
生
な
ど
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
、

子
ど
も
・
子
育
て
応
援

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

妊
産
婦
を
対
象
に
し
た
医
療
費
助
成
を
継

続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
５
歳
児
健
康
診
査
の
早
期
実
施

に
向
け
て
関
係
機
関
な
ど
と
検
討
を
行
い

ま
す
。

③
保
育
環
境
に
対
す
る
支
援

　

市
独
自
の
支

援
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
３
歳
未

満
の
園
児
の
保

育
料
に
つ
い

て
、
国
の
基
準

か
ら
40
㌫
程
度

の
引
き
下
げ
を

は
じ
め
、
３
歳

未
満
で
第
２
子
以
降
と
な
る
園
児
の
保
育

料
の
無
償
化
、
在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　④
奨
学
金
制
度
の
拡
充

　
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
る
日
本
学
生

支
援
機
構
が
貸
与
す
る
奨
学
金
に
つ
い

て
、
一
部
の
職
種
を
除
い
て
、
そ
の
返
還

に
対
す
る
市
の
支
援
制
度
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
同
機
構
が
貸
与
す
る
奨
学
金
を

利
用
し
て
大
学
へ
進
学
、
卒
業
後
に
市
内

へ
定
住
し
、
市
内
の
対
象
企
業
へ
就
職
し

た
人
に
、
返
還
月
額
の
半
額
を
補
助
す
る

制
度
を
創
設
し
ま
す
。

■子ども・子育て応援プロジェクト　具体的な事業の一部を紹介します

事業名 予算額 内容 問い合わせ

産後ケア等事業 2,962万円

母子の心身の健康をサポートする「産後ケア事業」、

「産前・産後サポート事業」を継続します。また、宿泊

型産後ケアの導入に向けて、提供するサービスの内

容や施設の構想などの検討を進めます

こども家庭セン

ター（☎41-3609）

周産期医療確保対策事業 1,345万円

安心して出産できる環境の維持を図るため、市内産

科医療機関に就職した産科医師・助産師・看護師、市

内産科医療機関への支援を行います

地域医療対策課

（☎41-3586）

妊産婦交通費支援事業 632万円

妊産婦の通院や入院を対象に公共交通機関、タク

シー、自家用車などの交通費を支援するほか、待機

宿泊に要した経費についても支援します

こども家庭セン

ター（☎41-3609）

子ども医療費助成事業

妊産婦医療費助成事業
2億9,800万円

高校３年生の年齢に該当するまでの全ての子ども、

全ての妊産婦について、所得にかかわらず医療費を

助成します

本館国保医療課

（☎41-3584）

小学校施設維持事業

中学校施設維持事業
1億2,085万円

良好な学習環境と安全・安心な学校運営のため、小中

学校施設の維持管理や長寿命化対策を行います

教育委員会教育企

画課（☎41-3142）

保育園等運営費 40億7,576万円
公立および私立の保育園、こども園などで就学前の

児童を保育します

新館こども課（☎
41-3150）

保育施設環境整備支援事業 5億6,208万円
（仮称）ゆもとこども園、若葉保育園の施設整備などに

対して支援します

新館こども課（☎
41-3149）

日本学生支援機構奨学金返

還支援事業
180万円

日本学生支援機構が貸与する奨学金を利用して大学へ

進学、卒業後に市内へ定住し、市内の対象企業へ就職

した人に、奨学金返還月額の半額を補助します

本館定住推進課

（☎41-3516）

令和７年度はなまきの予算

花
巻
で
暮
ら
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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①
住
宅
取
得
な
ど
に
対
す
る
支
援

　
県
外
か
ら
転
入
し
た
子
育
て
世
帯
が
市

内
に
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
な
ど
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
し
た
経
費
な
ど
を
対
象
に

最
大
２
０
０
万
円
を
補
助
す
る「
定
住
促

進
住
宅
取
得
等
補
助
金
」に
つ
い
て
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
が
複
数
い
る
場
合
に
、

２
人
目
以
降
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
補
助

上
限
額
に
10
万
円
を
加
算
す
る
制
度
を
継

続
し
ま
す
。

　
ま
た
、

子
育
て
世

帯
が
親
な

ど
と
同
居
・

近
居
す
る

た
め
住
宅

を
取
得
す
る
場
合
な
ど
に
最
大
50
万
円
を

支
給
す
る「
子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
奨
励

金
」に
つ
い
て
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が

複
数
い
る
場
合
に
、
２
人
目
以
降
の
子
ど

も
１
人
に
つ
き
10
万
円
を
加
算
す
る
制
度

を
継
続
し
ま
す
。

②
結
婚
新
生
活
・
婚
活
を
応
援

　
婚
姻
時
の
住
宅
費
用
や
引
っ
越
し
費
用

な
ど
に
最
大
70
万
円
を
補
助
す
る「
結
婚

新
生
活
支
援
補
助
金
」を
継
続
し
ま
す
。

花
巻
で
暮
ら
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ま
た
、
婚
活
事
業
を
県
や
市
町
村
、
民

間
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

る「
い
き
い
き
岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」へ
の
入
会
金
を
新
た
に
市
が
負
担

し
ま
す
。

③
働
く
場
の
確
保
や
所
得
向
上

　
花
南
産
業
団
地
に
つ
い
て
、
Ｂ
工
区
の

造
成
工
事
が
完
了
し
ま
す
。
Ａ
工
区
に
つ

い
て
は
用
地
買
収
や
実
施
設
計
な
ど
、
Ｃ

工
区
に
つ
い
て
は
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
支
援
、

市
内
の
保
育
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
、
産
科
医
療
機
関
に
就
職
し
た
人
、
農

業
経
営
を
開
始
す
る
人
へ
の
支
援
を
継
続

し
ま
す
。

④
都
市
機
能
の
利
便
性
の
充
実

　
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
東
西
自
由
通
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
実
施
設
計
を
完
了
さ
せ
、
用
地

の
測
量
調
査
を
行
い
ま
す
。
西
口
駅
前
広

場
整
備
に
つ
い
て
は
、
実
施
設
計
お
よ
び

駐
輪
場
の
移
転
整
備
工
事
に
着
手
し
ま

す
。

　
な
お
、
事
業
費
の
う
ち
約
半
分
は
国
の

補
助
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
残
り
の
市

負
担
分
に
つ
い
て
も
、
約
70
㌫
が
国
の
支

援（
交
付
税
措
置
）を
受
け
ら
れ
る
合
併
特

例
債
の
活
用
を
見
込
み
、
市
の
負
担
を
減

ら
し
ま
す
。

■花巻で暮らそうプロジェクト　具体的な事業の一部を紹介します

事業名 予算額 内容 問い合わせ

定住促進事業 7,707万円

子育て世帯の住宅取得、空き家バンクの活用、若者

世代などの空き家活用、移住者の住宅取得に対し、

奨励金や補助金を支給します

本館定住推進課

（☎41-3516）

結婚新生活等支援事業 1,538万円

結婚に伴う新生活のスタートアップに必要な費用を

支援するほか、「いきいき岩手結婚サポートセンター」

への入会金を市が負担します

本館定住推進課

（☎41-3516）

移住・定住促進等対策事業 1,490万円

本市への移住定住を促進するため、専用サイトなど

による情報発信を行うほか、移住支援相談員などを

配置し移住相談支援の充実を図ります

本館定住推進課

（☎41-3516）

ＵＩＪターン者就業奨励金、

移住支援金
2,396万円

県外から転入して市内事業所に一定期間就業した人

などを支援します

本館商工労政課

（☎41-3536）

新規就農者支援事業補助金 812万円
新たに農業を始める人を対象に農業機械の初期費

用、農地の賃借料、家賃などを補助します

農 政 課（☎ 2 3 -

1400）

産業団地整備 13億7,414万円 花南産業団地の整備を進めます
本館商工労政課

（☎41-3537）

男女共同参画推進事業 208万円
多様な性の理解促進のためのセミナーやパートナー

シップ制度などに関する周知活動などを行います

本館地域づくり課

（☎41-3514）

ＪＲ花巻駅東西自由通路等

整備事業
3億739万円

東西自由通路整備に係る実施設計、測量調査を行う

ほか、西口駅前広場整備に係る実施設計、駐輪場移

転整備工事を行います

新館都市政策課

（☎41-3553）

国際姉妹都市等交流推進事業 2,820万円
国際姉妹都市などとの交流事業の一環として、中学

生や高校生の派遣などを行います

本館生涯学習課

（☎41-3589）

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）


